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第１回定例会議事日程（第４号） 

 

第 １ 議案第４号 いちき串木野市行政組織条例の一部を改正する条例の制定について 

第 ２ 議案第５号 鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組 

          合の共同処理する事務の変更並びに同組合規約の変更について 

第 ３ 議案第６号 いちき串木野市総合体育館建設工事請負変更契約の締結について 

第 ４ 議案第７号 いちき串木野市乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定につい 

          て 

第 ５ 国特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市国民健康保険特別会計補正予算（第 

              ２号) 

第 ６ 介特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市介護保険特別会計補正予算（第２ 

              号） 

第 ７ 療特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市療育事業特別会計補正予算（第２ 

              号） 

第 ８ 後特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市後期高齢者医療特別会計補正予算 

              （第２号） 

第 ９ 議案第８号 所有権移転登記手続請求の訴えの提起について 

第１０ 簡水特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市簡易水道事業特別会計補正予算 

               （第２号） 

第１１ 公下水特予算議案第３号 平成２４年度いちき串木野市公共下水道事業特別会計補正予 

                算（第２号） 

第１２ 漁集排特予算議案第２号 平成２４年度いちき串木野市戸崎地区漁業集落排水事業特別 

                会計補正予算（第１号） 

第１３ 予算議案第６号 平成２４年度いちき串木野市一般会計補正予算（第６号） 

第１４ 議案第９号 いちき串木野市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部を改正 

          する条例の制定について 

第１５ 議案第１０号 いちき串木野市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

           ついて 

第１６ 議案第１１号 いちき串木野市職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例の制定 

           について 

第１７ 議案第１２号 いちき串木野市基金条例の一部を改正する条例の制定について 

第１８ 議案第１３号 いちき串木野市消防団員等公務災害補償条例及びいちき串木野市障害認 

           定審査会の委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例の制定につ 

           いて 

第１９ 議案第１４号 いちき串木野市交流センター条例の一部を改正する条例の制定について 

第２０ 議案第１５号 いちき串木野市暴力団排除条例の制定について 

第２１ 議案第１６号 いちき串木野市非常勤特別職の職員の報酬及び費用弁償等に関する条例 

           の一部を改正する条例の制定について 
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第２２ 議案第１７号 いちき串木野市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 

第２３ 議案第１８号 いちき串木野市指定地域密着型介護老人福祉施設の指定に係る入所定員 

           等に関する条例の制定について 

第２４ 議案第１９号 いちき串木野市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に 

           係る基準に関する条例の制定について 

第２５ 議案第２０号 いちき串木野市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及 

           び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための 

           効果的な支援の方法に係る基準に関する条例の制定について 

第２６ 議案第２１号 いちき串木野市新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

第２７ 議案第２２号 市道の廃止及び認定について 

第２８ 議案第２３号 いちき串木野市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 

第２９ 議案第２４号 いちき串木野市簡易水道事業の設置及び管理に関する条例の一部を改正 

           する条例の制定について 

第３０ 予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市一般会計予算 

第３１ 簡水特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市簡易水道事業特別会計予算 

第３２ 国特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市国民健康保険特別会計予算 

第３３ 公下水特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市公共下水道事業特別会計予算 

第３４ 市場特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市地方卸売市場事業特別会計予算 

第３５ 介特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市介護保険特別会計予算 

第３６ 国宿特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市国民宿舎特別会計予算 

第３７ 漁集排特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市戸崎地区漁業集落排水事業特別 

                会計予算 

第３８ 療特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市療育事業特別会計予算 

第３９ 後特予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市後期高齢者医療特別会計予算 

第４０ 水道予算議案第１号 平成２５年度いちき串木野市水道事業会計予算 

第４１ 議案第２５号 車両事故の和解及び損害賠償の額を定めることについて 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 本日の会議に付した事件 

  議事日程に同じ 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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本会議第４号（３月７日）（木曜） 

 

 出席議員  １８名 

     １番  平 石 耕 二 君      １０番  西別府   治 君 

     ２番  西中間 義 德 君      １１番  楮 山 四 夫 君 

     ３番  宇 都 隆 雄 君      １２番  竹之内   勉 君 

     ４番  中 村 敏 彦 君      １３番  寺 師 和 男 君 

     ５番  南 竹 篤 己 君      １４番  原 口 政 敏 君 

     ６番  中 里 純 人 君      １５番  宇 都 耕 平 君 

     ７番  枇 榔 秋 信 君      １６番  福 田 清 宏 君 

     ８番  濵 田   尚 君      １７番  東   勝 巳 君 

     ９番  東   育 代 君      １８番  下迫田 良 信 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 欠席議員   なし 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名 

局       長  臼 井 喜 宣 君   主       幹  荒 田 和 信 君 

補       佐  平 川 秀 孝 君   主       査  石 元 謙 吾 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 

 説明のため出席した者の職氏名 

市       長  田 畑 誠 一 君   健 康 増 進 課 長  所 﨑 重 夫 君 

副 市 長  石 田 信 一 君   福 祉 課 長  中 尾 重 美 君 

教 育 長  山 下 卓 朗 君   市 来 支 所 長  橋 口 享 史 君 

総 務 課 長  前 屋 謙 三 君   教 委 総 務 課 長  樋ノ口   実 君 

政 策 課 長  田 中 和 幸 君   消 防 長  深 山 龍 朗 君 

財 政 課 長  中 屋 謙 治 君 

――――――――――――――――――――――――――――― 
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平成25年３月７日午前10時00分開議 

 

 

   △開  議 

○議長（下迫田良信君） これから本日の会議を開

きます。 

────────────── 

   △日程第１～日程第13 

         議案第４号～予算議案第６号一

括上程 

○議長（下迫田良信君） 日程第１、議案第４号か

ら日程第13、予算議案第６号までを一括して議題と

します。 

 初めに、総務委員長の報告を求めます。 

   ［総務委員長濵田 尚君登壇］ 

○総務委員長（濵田 尚君） おはようございます。 

 総務委員会に付託されました議案は、単行議案２

件、予算議案１件の計３件であります。 

 去る２月25日に委員会を開催し、審査が終了しま

したので、その審査の経過の概要と結果について御

報告申し上げます。 

 まず、議案第４号いちき串木野市行政組織条例の

一部を改正する条例の制定についてであります。 

 本案は、食のまちづくりをより推進するための食

のまち推進課の新設と、自治振興課をまちづくり防

災課に名称変更するとともに体制の充実を図るもの

であります。 

 説明によりますと、食のまちづくりについては、

これまで、基本計画等を作成してきたが、今後、さ

らに実施計画等を充実させて、食のまちづくりをよ

り進めるために組織を新設するとのことであります。 

 課の体制については、課長を含め、職員３名体制

で、そのほかに専門的なアドバイザーを招聘したい

とのことであります。 

 なお、課の設置場所は、串木野庁舎２階を予定し

ているとのことであります。 

 また、自治振興課の名称変更については、東日本

大震災以降、市民の防災意識が高まる中、防災担当

部署を市民に明確にすることが目的で、課の体制に

ついても、これまでの６名体制から７名体制へ、職

員を１名増員し、新たに防災対策監を配置するなど、

充実させるとのことであります。 

 審査の中で、食のまち推進課の専門的なアドバイ

ザーについて質したところ、アドバイザーについて

は、非常勤で総務省の人材ネットに登録されている

資格を持った方などの活用を考えており、食のまち

を推進する中で必要となったさまざまな場面におい

てアドバイスを受けたいとの答弁であります。 

 また、これまで、食のまちづくりを推進してきた

中で不十分であったと感じる点と、そのことを食の

まち推進課の設置でどのように対処していくか、あ

わせて職員の研修にも力を入れるべきではないかと

質したところ、食のまちづくりについては、条例を

制定し、食のまちづくり協議会の開催やその公表、

食のまちづくり宣言等を行うなどの取り組みを進め

てきたが、市民からは、食のまちづくりがなかなか

見えにくいという意見も聞いている。新設される食

のまち推進課において、数値目標設定の検討も含め、

課題の抽出等を行い、市民にわかりやすくなるよう

努めたい、職員の研修についても実施していきたい

との答弁であります。 

 まちづくり防災課の関係では、配置される防災対

策監の内容と、課内の業務ごとの職員配置はどのよ

うになるかと質したところ、防災対策監については、

防災、防犯等の業務に専門的に従事し、指揮監督す

る課長級で、消防署との人事交流も考えている。消

防本部、消防団との連携を図りながら、本市の防災

体制の充実を図りたい。職員配置については、課長

を除き、防災関係をこれまでの２名から４名に、ま

ちづくり関係をこれまでの３名から２名にと考えて

いるとの答弁であります。さらに、まちづくり関係

の職員が減になるとのことだが、共生・協働のまち

づくりを進める上で支障はないかと質したところ、

共生・協働のまちづくりについては、まちづくり協

議会の設立や自治基本条例の作業についてもめどが

立っていることなどを勘案し、減としたとの答弁で

あります。 

 委員の中から、組織の改編については、市民への

十分な周知に努めるようにとの意見が述べられたの

であります。 
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 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、議案第５号鹿児島県市町村総合事務組合を

組織する地方公共団体の数の減少及び同組合の共同

処理する事務の変更並びに同組合規約の変更につい

てであります。 

 本案は、南薩地区消防組合の解散及び指宿地区消

防組合の名称が、再編により、指宿南九州消防組合

に変更されることによる鹿児島県市町村総合事務組

合を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合の

共同処理する事務の一部に係る組合市町村の変更に

伴い、同組合規約を変更することについて協議する

ため、議会の議決を求められたものであります。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、予算議案第６号平成24年度いちき串木野市

一般会計補正予算中、委員会付託分についてであり

ます。 

 本案は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出そ

れぞれ２億4,067万9,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ160億9,004万2,000円と

するほか、第２条で繰越明許費の設定を、第３条で

地方債の補正をするものであります。 

 なお、今回の補正予算については、できるだけ決

算に近い形でという考えのもと計上したとのことで

あります。 

 それでは、歳入について申し上げます。 

 まず、１款市税についてであります。 

 固定資産税4,239万9,000円の減額は、平成24年の

評価替に伴い、家屋分が調定見込減となったもので、

特に非木造の下落率が大きかったとのことでありま

す。市たばこ税1,015万7,000円の増額は、当初、健

康志向等から売上本数を減と見込んでいたが、前年

度並みの売り上げが見込まれることに伴う調定見込

みの増であります。 

 次に、９款地方交付税についてであります。 

 地方交付税は、普通交付税8,840万4,000円の追加

で、平成24年度普通交付税決定額の全てを計上した

とのことであります。 

 ちなみに、今年度の普通交付税決定額は、48億

4,025万8,000円で、これは、前年度に対し5,933万

9,000円の減で、減の要因は、単位費用や測定単位

の減、段階補正の改正などによるとのことでありま

す。 

 次に、14款県支出金であります。 

 総務費県補助金の電源立地地域対策交付金2,024

万3,000円の追加は、当初予算で7,870万円の計上を

していたが、9,894万3,000円の決定となったために

差額を追加するもので、主に照島小学校の校舎改修

事業等に充当するとのことであります。 

 次に、15款財産収入であります。 

 財産貸付収入58万2,000円の減額は、シルバー人

材センターの建物の借料を免除したことによるもの

であります。説明によりますと、シルバー人材セン

ターについては、19市中14市が無償で貸し付けをし

ている実態があり、加えて国からの補助金も削減を

され、シルバー人材センターが経営的にかなり厳し

い状況にあることを考慮して免除したとのことであ

ります。不動産売り払い収入4,260万9,000円は、７

件10筆分の市有地の処分金で、主なるものは、市来

庁舎近くの、現在コンビニが建っている土地を約

2,000万円で処分したことによるものであります。

物品売り払い収入299万円は、エネルギーセンター

の発電機売り払い収入221万5,000円が主なるもので

あります。 

 17款繰入金の財政調整基金繰入金１億1,700万円

の減額は、財源調整によるものであります。住民生

活に光をそそぐ基金繰入金660万6,000円は、住民生

活に光をそそぐ基金の全額を取り崩すものでありま

す。説明によりますと、平成22年度に国の雇用対策

として設けられた光をそそぐ交付金をもとに基金を

設置していたが、使い道については、平成23年度か

ら平成24年度の新たに雇用を生むソフト事業という

制約がついていた。本市においては、まちづくり協

議会の事務局職員の賃金などを予定していたが、結

果としてまちづくり協議会の事務局職員の設置が思

うように進まないことなどがあって、未執行分を返

納するとのことであります。 

 20款市債１億933万4,000円の追加は、事業費決定

等に伴うものであります。 

 次に、歳出について申し上げます。 
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 ２款総務費の一般管理費負担金補助及び交付金

112万5,000円の減額は、辺地共聴施設整備事業補助

金の事業費決定によるものであります。 

 電子計算機管理費の減額は、決算見込みによる減

額であります。財産管理費の国庫支出金返還金

1,100万円は、住民生活に光をそそぐ交付金の返還

金であります。 

 ふるさと寄附金基金180万円は、県を通じての寄

附70万円と市への直接寄附110万円を基金に積み立

てるものであります。 

 共生協働推進費の委託料及び工事請負費の減額は、

いずれも本浦交流センター建設に係る入札結果に伴

うものであります。 

 負担金補助及び交付金777万円の減額は、まちづ

くり協議会にかかる事業確定による減額が主なるも

のであります。審査の中で、まちづくり協議会の非

常勤職員設置補助金を使用している地区の数と非常

勤職員設置の考え方について質したところ、補助金

については、協議会が設置されている９地区のうち

５地区が使用している。非常勤職員については、月

５万円という予算の範囲内であれば、１名体制とい

うことではなく複数体制も可能であることから、地

区に合った使い方で有効に活用してもらいたいとの

答弁であります。 

 ９款消防費259万9,000円の減額は、石油交付金事

業で購入した高規格救急自動車等の入札結果に伴う

ものであります。 

 12款公債費の利子1,875万9,000円の減額は、平成

23年度借り入れ分の借入利率が決定したことによる

ものであります。ちなみに、一番低い利率は0.6％、

高いもので1.4％とのことであります。 

 次に、第２条繰越明許費の設定についてでありま

す。繰越明許費は、介護基盤緊急整備等特別対策補

助事業など11事業について設定するものであります。 

 次に、第３条地方債の補正についてであります。

地方債は、冠岳、川上、旭各小学校の改修に係る小

学校債１億3,240万円の追加と、合併特例事業債な

どの決算見込み等による変更で、513万4,000円の限

度額の減額、道路整備事業債2,820万円を財源調整

により廃止するものであります。 

 本案は、付託分について全会一致で原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 以上で、総務委員会に付託されました案件につい

て、審査の経過の概要と結果についての報告を終わ

ります。 

○議長（下迫田良信君） これから、総務委員長の

報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 これから、討論・採決に入りますが、予算議案第

６号については、３常任委員長の報告に対する質疑

を終結するまで保留しますので、御了承願います。 

 まず、議案第４号いちき串木野市行政組織条例の

一部を改正する条例の制定について討論はありませ

んか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第５号鹿児島県市町村総合事務組合を

組織する地方公共団体の数の減少及び同組合の共同

処理する事務の変更並びに同組合規約の変更につい

て討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、教育民生委員長の報告を求めます。 

   ［教育民生委員長宇都隆雄君登壇］ 
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○教育民生委員長（宇都隆雄君） 私ども教育民生

委員会に付託されました案件は、単行議案２件、予

算議案５件の計７件であります。 

 去る２月26日に委員会を開会し、審査が終了いた

しましたので、その審査の経過の概要と結果につい

て御報告申し上げます。 

 それでは、まず、議案第６号いちき串木野市総合

体育館建設工事請負変更契約の締結についてであり

ます。 

 本案は、去る平成24年10月１日に議決した、いち

き串木野市総合体育館建設工事請負契約に係る変更

契約であり、当初の契約に１億67万5,000円を増額

し、17億8,750万円で変更契約の仮契約を締結した

とのことで、いちき串木野市議会の議決に付すべき

契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の

規定により議会の議決を求められたものであります。 

 説明によりますと、６項目にわたり増額を行うと

いうことで、くい打ちの増額分として2,148万円を

計上。 

 当初、普通の掘削機アースドリルを使用し、掘削

を進めていたが、転石等大きな岩石があり、掘削不

可となったことから、全周回転型オールケーシング

による掘削に変更せざるを得なかったとのことであ

ります。 

 大型モニター設置については、5,289万円を計上。

縦2.6メートル、横4.5メートルのものを１基、体育

館アリーナ内の南側観客席上部に設置するとのこと

であります。 

 そのほか、基礎部分の岩掘削に1,002万5,000円、

アリーナ音響に703万円、避雷設置に694万円、ステ

ージ吊バトン及び幕に231万円の内訳であります。 

 審査の中で、くい打ちについては建設予定地に岩

石等があることを事前調査において把握できていな

かったのかと質したところ、事前のボウリング調査

を多目的グラウンド側に１カ所、サッカー場側に１

カ所、体育館中心部分に４カ所実施したものの、そ

の際、転石は部分的なもので、広範囲にあるとは予

想できなかったとのことであります。 

 また、体育館建屋の基礎とするくい打ちの本数に

ついても質したところ、口径が1.3メートルから２

メートルのものを合計で38本打ったとのことで、そ

の約８割で岩石に突き当たったとの答弁であります。

大型モニターについて設置場所が妥当か、また、小

型のものを数台玄関ロビー等に置くといったことは

考えられないかと質したところ、設置場所について

は十分に検討を行ったとのことで、現段階ではアリ

ーナ内の南側観客席上部に１台の設置を予定してい

るとのことで、観客及び競技者が見える場所を選定

したとのことであります。 

 また、玄関ロビーについては、別途テレビを、玄

関入り口には予約申し込みや今週の予定が確認でき

るモニターを設置する計画とのことであります。 

 さらに、大型モニター設置の効果についても質し

たところ、使い方としては、大会における組み合わ

せや試合結果、テレビ放送がある場合にはテレビ中

継ができるなど、そのほか、スポーツ教室や研修会

の時などにはＤＶＤを流すことができるとのことで、

幅広い活用が考えられ、各種スポーツ大会やプロス

ポーツ、文化事業などの誘致に大いに役立つものと

考えているとのことであります。また、今回の変更

契約における増額分については国庫補助の対象にな

るのかと質したところ、対象になるとの答弁であり

ます。 

 委員の中から、今回の大型モニター、音響、避雷

設備、ステージ幕等の物品類については、当初の契

約に盛り込み、入札による経費節減に努めるべきで

あり、慎重な対応を行うべきであったとの指摘がな

されております。あわせて、大型モニターについて

は、維持管理のメンテナンスに多額の費用がかかる

と思われることから、100インチ程度のものを５台

程度設置したほうが安価であり、さらに市内業者を

入れての活性化にもつながるのではとの意見も出さ

れたところであります。 

 本案は、採決の結果、賛成多数で原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

 次に、議案第７号いちき串木野市乳幼児医療費助

成条例の一部を改正する条例の制定についてであり

ます。 

 本案は、乳幼児医療に係る保険給付の定義を拡大

するため改正するものであります。 
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 説明によりますと、保険給付の範囲に訪問看護に

よる医療費の定義を追加するもので、県の要綱が改

正されたことに伴い、本市もこれに準じて改正する

とのことであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、予算議案第６号平成24年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第６号）中、委員会付託分につ

いてであります。 

 まず、歳出の３款民生費についてであります。１

項２目障害者等福祉費の扶助費は、決算見込みによ

る自立支援医療費給付費2,221万1,000円の追加であ

ります。 

 主な理由としては、人工透析による増とのことで

あります。審査の中で、委員から、人工透析の人数

と増額補正の理由について質したところ、本市の人

工透析をされる方は、平成23年度決算で146人との

ことで、今回の補正の理由としては、生活保護の方

を、当初、６人で見込んでいたが、決算で３人増の

９人となったとのことで、その影響が約2,200万円

になるとのことであります。１項３目老人福祉費の

負担金補助及び交付金1,620万1,000円の増額は、現

在、市来地域に建設中の株式会社光里苑のグループ

ホームと小規模多機能型居宅介護事業所に対する補

助で、施設の新設に当たり、開設時から安定した質

の高いサービスを提供するため、備品購入費などの

体制整備支援の補助金であります。 

 なお、関連する歳入については、当初、国庫補助

金で計上されていたものを、今回、県補助金への組

替えがなされております。２項２目児童運営費の委

託料のうち172万2,000円の減額は、児童手当電算シ

ステム導入の執行残であります。同じく、児童運営

費の扶助費のうち728万円の減額は、児童手当給付

費の決算見込みによるものであります。 

 次に、４款衛生費であります。１項１目保健衛生

総務費の委託料564万2,000円の減額は、子宮頸がん

等ワクチン予防接種及びその他予防接種等委託料の

決算見込みによる減額であります。３目健康増進事

業費の委託料209万円の減額は、節目年齢を対象と

したがん検診推進事業における子宮頸がん、乳がん、

大腸がん検診の委託料の減額によるものであります。 

 審査の中で、委員から、大腸がん検診の見込み者

1,000人に対し、決算見込みが601人少ない399人と

なった理由及びその対策等について質したところ、

大腸がん検診については、個別通知の配布を行政嘱

託員が行ったり、受診の仕方も便キットを提出いた

だくだけの簡単な方法であったり、さらには、節目

年齢の方には無料クーポン券での受診ができるなど、

これまで、さまざまな取り組みを進めてきているも

のの、受診率が伸び悩んでいる状況にあるとのこと

で、今後、受診率向上に向けたＰＲの方法等につい

て検討していきたいとの答弁であります。さらに、

正確な受診率については、職場健診、病院受診等で

の受診者数の把握が必要ではないかと質したところ、

年度当初に行う検診の一括申し込みによる受診対象

者と節目年齢による受診対象者とでは、職場健診受

診者等の把握の仕方が異なることから、正確な受診

率把握のためにも、今後、方策を研究していきたい

との答弁であります。11目後期高齢者医療制度事業

費の繰出金128万2,000円の減額は、低所得者に対す

る政令減税相当額の繰出金で決算見込みによる減と

のことであります。２項２目塵芥処理費2,161万2,0

00円の減額は、収集業務委託料で、決算見込みによ

る入札執行残であります。 

 審査の中で、多額の入札残が出ており、入札率

30％台となっている原因について質したところ、市

の見積もりとしては、車のレンタルや人件費等を積

算して計算しているが、落札者等においては、車は

自前のものを使われるなど、企業努力をされての入

札と理解しているとの答弁であります。 

 委員から、そういう実態の中で、昨今の燃油の高

騰等は事業を圧迫していると思われるが、ある程度、

考慮すべきではないかと質したところ、契約の中で、

社会情勢の変化により著しく影響が大きい変化が出

てきた場合、双方協議との条項があることから、場

合によっては業者と話し合いを行うことも考えられ

るとの答弁であります。４目廃棄物処理施設費418

万9,000円の減額は、最終処分場施設基本計画策定

業務の委託料の決算見込みによる入札執行残であり

ます。 
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 なお、関連する歳入として衛生費国庫補助金139

万7,000円の減額が計上されております。 

 次に、10款教育費であります。１項４目教育振興

費350万9,000円の減額は、スクールソーシャルワー

カー実践研究事業の事業費決定による84万円の減額

と学校パソコンリース代の決算見込みによる266万

9,000円の減額であります。２項小学校費１目学校

管理費では、国の大型補正による冠岳小学校屋内運

動場と川上小学校校舎の耐震補強及び大規模改造工

事、旭小学校の改修工事について委託料692万5,000

円、工事請負費２億1,860万円が計上されておりま

す。冠岳小学校が築36年で、耐震基準のＩｓ値は

0.59、川上小学校が築47年で、Ｉｓ値が0.57となっ

ており、Ｉｓ値0.7未満が耐震工事の対象であるこ

とから、今回、耐震工事とあわせて大規模改造工事

も行うとのことであります。旭小学校の改修工事で

は、校舎の木材外壁床を県内産木材を使用して張り

かえるとともに、既存のセメント、瓦等の屋根及び

モルタル外壁も塗装を行うとのことであります。な

お、この県内産木材使用については、県の森林整備

加速化・林業再生事業費の活用による補助を受ける

ものであります。この冠岳小学校、川上小学校、旭

小学校の３事業については、繰越明許費として計上

し、工事を平成25年度に繰り越そうとするものであ

ります。６項保健体育費３目体育施設費は、庭球場

オープニングイベントの講師招聘用費用弁償の18万

9,000円の減額と、総合体育館実施設計委託料100万

円の減額で、いずれも決算見込みによるものであり

ます。７目学校給食センター管理費では、串木野給

食センターの車庫、パネル式シャッターの修理と、

給油や蒸気配管の修理に係る経費71万1,000円の計

上であります。 

 予算議案第６号中委員会付託分については、全会

一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、国特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いてであります。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ76万8,000円を追加し、歳入歳出予算

の総額を44億9,230万5,000円とするものであります。 

 補正の主なる内容は、歳入においては、３款国庫

支出金１項１目療養給付費等負担金4,222万6,000円

の減額は、制度改正による減額であります。 

 なお、この減額分については、県の特別調整交付

金により追加交付されるものであります。 

 ５款１項１目療養給付費負担金4,254万6,000円の

減額は、退職者医療制度に伴う社会保険診療報酬基

金からの交付金で、前年度の退職者医療費の実績に

よる減額であります。 

 歳出においては、１款総務費で高齢者医療制度円

滑運営事業の増額分56万4,000円と、３款後期高齢

者支援金等の決算見込みによる20万4,000円の増額

が主なるものであります。 

 審査の中で、基金合計額及び国の目標値に対する

積み立ての状況について質したところ、残高につい

ては、今年度末で５億8,600万円程度を見込んでお

り、国の目標値である保険給付費の25％となる約８

億200万円と比較するとおおよそ２億1,600万円下回

るとのことであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、介特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

であります。 

 今回の補正は、既定の歳入歳出予算の総額から、

歳入歳出それぞれ5,120万4,000円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ32億8,229万3,000

円とするものであります。 

 補正の主なる内容は、決算見込みによるもので、

歳出においては、１款総務費で533万3,000円の減額、

２款保険給付費で4,045万4,000円の減額、３款地域

支援事業費では、541万7,000円の減額であります。 

 審査の中で、介護認定者数の指数及び介護認定の

状況等について質したところ、介護認定者数は、平

成24年10月現在で、要支援１が288人、要支援２が

281人、要介護１が391人、要介護２が278人、要介

護３が249人、要介護４が250人、要介護５が208人、

合計で1,945人ということであります。 

 介護認定の状況については、認定者数が前年より

増加しているものの、有効期限等を６カ月から12カ
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月、あるいは24カ月と伸ばした関係で、審査会の件

数とか意見書を書いてもらう件数が減ったとの説明

であります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、療特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市療育事業特別会計補正予算（第２号）について

であります。 

 今回の補正は、歳入だけの補正で、生福療育園の

利用者が増加したことによる１款事業収入と２款繰

入金の財源組替えであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、後特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついてであります。 

 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入歳出それぞ

れ128万2,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ３億7,826万8,000円とするものであ

ります。 

 補正の主なる内容は、歳出の２款後期高齢者医療

広域連合納付金の減額であり、これは、保険基盤安

定繰入金の減によるものであります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 以上で、教育民生委員会に付託されました案件に

ついて、審査の経過の概要と結果についての報告を

終わります。 

○議長（下迫田良信君） これから、教育民生委員

長の報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 これより、討論・採決に入ります。 

 まず、議案第６号いちき串木野市総合体育館建設

工事請負変更契約の締結について討論はありません

か。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議あり」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議がありますので、起

立採決します。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに賛成の

方の起立を求めます。 

   ［賛成者起立］ 

○議長（下迫田良信君） 起立多数であります。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、議案第７号いちき串木野市乳幼児医療費助

成条例の一部を改正する条例の制定について討論は

ありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、国特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）につ

いて討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、介特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市介護保険特別会計補正予算（第２号）について

討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し
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ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、療特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市療育事業特別会計補正予算（第２号）について

討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、後特予算議案第３号平成24年度いちき串木

野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）に

ついて討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、産業建設委員長の報告を求めます。 

   ［産業建設委員長西別府 治君登壇］ 

○産業建設委員長（西別府 治君） 産業建設委員

会に付託されました案件は、単行議案１件、予算議

案４件の計５件であります。 

 去る２月27日、委員会を開催し、審査が終了いた

しましたので、その審査の経過の概要と結果につい

て御報告申し上げます。 

 なお、審査に先立ち、付託案件に関する現地調査

を実施したところであります。 

 まず、議案第８号所有権移転登記手続請求の訴え

の提起についてであります。 

 本案は、市が、いちき串木野市海瀬184番の３の

土地を取得し、代金の支払いをしているにもかかわ

らず、所有権移転登記の事務手続に誠意ある対応が

なされていないことから、その請求にかかわる一切

の書類提出を求める訴訟を提起するため、議会の議

決を求められたものであります。 

 説明によりますと、この土地は平成11年１月に契

約、同年５月に代金支払いは済んでいるものの、所

有権移転登記がなされないまま、登記名義人が平成

17年10月に死亡、その相続人３名のうち１名から承

諾を得られないことから、訴訟を提起するとのこと

であります。 

 委員の中から、契約、代金支払いを行う前に、行

政財産として所有権移転登記を済ませるべきではな

かったかなど、事務処理のあり方も問題視すべきで

あり、今後、このようなケースが起こらないよう十

分気をつけてほしい旨の意見が述べられたのであり

ます。 

 本案は、全会一致で可決すべきものと決しました。 

 次に、予算議案第６号平成24年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第６号）中、委員会付託分につ

いてであります。 

 まず、６款農林水産業費の農業振興費は、国の制

度として今年度から始まった青年就農給付金が、当

初、計画の３人分の450万円に対し、執行見込みが

２人分の300万円になったことによる減額が主なる

もので、畜産業費は、高齢者等特別導入事業として

昭和50年度及び53年度に受け入れた基金の国への返

還金の計上、農業施設維持費は、国の大型補正に伴

うもので、牛之江地区基盤整備にかかわる客土事業

及び市来地区で実施するため池や井堰等の改修にか

かわる農業体質強化基盤整備事業4,000万円と万福

池、斉連ヶ池、志母良池について、東日本大震災を

教訓にため池決壊等の被害予想等を把握してハザー

ドマップを作成する震災対策農業水利施設整備事業

1,500万円の追加で、これに見合う歳入は、農業体

質強化基盤整備事業が、補助率55％の2,200万円、
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耐震対策農業水利施設整備事業が補助率100％で、

いずれも県補助金であります。 

 説明によりますと、３カ所のため池と串木野ダム、

市来ダムの耐震調査及び二つのダムにかかわるハザ

ードマップの作成も県事業で行うとのことでありま

す。 

 審査の中で、市内にあるため池の数及び３カ所を

選定した理由について質したところ、市内には24カ

所のため池があり、今回の補助対象基準は、貯水能

力が３万トンを超え、受益面積が７ヘクタール以上

であるため池ということで選定したとのことであり

ます。 

 また、受益面積が２ヘクタール以上については、

県が別途調査する予定であり、この３カ所のほかに

さらに10カ所のため池が該当するとのことでありま

す。 

 さらに、基準以下のため池の調査について質した

ところ、来年度以降、水路、ため池、井堰等の長寿

命化のための調査を実施する予定で、施設の詳細な

点検をし、必要があれば改修等も行いたいとのこと

であります。 

 次に、土地改良事業費は、現在、改修中の広域農

道の事業費が追加されたことによる市負担金の追加

が主なるもので、同じく国の大型補正に伴うもので

あります。 

 説明によりますと、予定している事業は、鏑楠五

差路改修及び川上橋耐震補強路面改修等とのことで

あります。 

 次に、林業振興費は、イノシシ、シカの有害鳥獣

捕獲頭数増による補助金の追加であります。 

 審査の中で、捕獲頭数が増加した原因について質

したところ、里山の荒廃、耕作放棄地等の増加によ

り、イノシシ等がすみやすい環境になりつつあるこ

とが原因の一つであるとのことであります。 

 林道費は、市来地域、林道舟川野下線にかかわる

立木補償の減額が主なるものであります。 

 次に、水産業振興費は、外来船誘致事業等４事業

の事業費決定に伴う減額及びマグロ船母港基地化奨

励補助金の決算見込みによる減額、漁港建設費は、

串木野漁港広域漁港整備事業において、事業費１億

円を追加し、３億1,000万円とするもので、それに

伴う市負担金1,144万円の追加と、羽島及び戸崎漁

港地域水産物供給基盤整備事業の入札残による減額

であります。 

 次に、７款商工費の商工振興費は、いきいきバス

及びいきいきタクシーにかかわるコミュニティ交通

委託料の決算見込みによる減額と串木野駅から野下

までの路線にかかわる生活交通路線維持費補助金69

万円、串木野駅から土川までの路線及び串木野駅か

ら串木野新港までの路線にかかわる地方バス市内路

線維持費補助金758万2,000円、空港バスにかかわる

平成23年10月から平成24年３月までの地方公共交通

特別対策事業補助金675万3,000円の計上が主なるも

のであります。 

 審査の中で、いきいきタクシーの制度周知は図れ

ないか質したところ、アンケートを運行当初実施し、

広報や説明会も実施してきたが、今回、再度、公民

館単位で個別利用の仕方等、生活形態に合った使い

方等の説明をして利用促進を図っていきたいとのこ

とであります。 

 委員の中から、市民が利用しやすい体制を整えて

ほしい旨の意見が述べられたのであります。 

 次に、観光費は、鹿児島うんまかもんグランプリ

にかかわる経費の事業費決定に伴う減額が主なるも

のであります。 

 次に、８款土木費の道路維持費の主なるものは、

市道の１級、２級を対象に舗装のひび割れ等を計測

し、緊急的な補修と必要な対策を講じる箇所の調査

をする道路ストック総点検業務委託料500万円の追

加と、河内線道路舗装工事の事業費決定に伴う工事

請負費1,286万円の減額、道路新設改良費は、事業

費決定に伴う工事請負費等の減額が主なるものであ

ります。 

 次に、港湾費は、新港大橋の舗装補修事業費の確

定と、橋梁補修及び改良調査設計業務委託の追加に

伴う市負担金の追加であります。 

 次に、土地区画整理事業費は、事業費決定に伴う

減額、公共下水道事業費は、公共下水道事業特別会

計への繰出金の減額であります。 

 次に、住宅費はウッドタウン４工区の4,500平方
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メートルを取得するための公有財産購入費の計上で

あります。 

 予算議案第６号中、委員会付託分については、全

会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、簡易水特予算議案第３号平成24年度いちき

串木野市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）

についてであります。 

 今回の補正は、歳出において１款簡易水道事業費

で、消費税及び地方消費税の減額、２款公債費は、

地方債借入時の利率決定による減額で、これに見合

う歳入は一般会計繰入金の減額であります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、公下水特予算議案第３号平成24年度いちき

串木野市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）についてであります。 

 今回の補正は、歳出において２款事業費で執行残

による減額、３款公債費は、地方債借入時の利率決

定による減額で、これに見合う歳入は一般会計繰入

金及び公共下水道事業債の減額であります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 次に、漁集排特予算議案第２号平成24年度いちき

串木野市戸崎地区漁業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）についてであります。 

 今回の補正は、歳出において１款漁業集落排水事

業費で、処理場等維持管理委託料の執行残による減

額で、これに見合う歳入は、一般会計繰入金の減額

であります。 

 審査の中で、加入世帯について質したところ、平

成24年３月末で129世帯が加入しているとのことで

あります。 

 本案は、全会一致で原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

 以上で、産業建設委員会に付託されました案件に

ついて審査の経過の概要と結果についての報告を終

わります。 

○議長（下迫田良信君） これから、産業建設委員

長の報告に対する質疑に入ります。 

 質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 これより、討論・採決に入ります。 

 まず、議案第８号所有権移転登記手続請求の訴え

の提起について討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は可決されました。 

 次に、簡水特予算議案第３号平成24年度いちき串

木野市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）に

ついて討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、公下水特予算議案第３号平成24年度いちき

串木野市公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）について討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、漁集排特予算議案第２号平成24年度いちき

串木野市戸崎地区漁業集落排水事業特別会計補正予
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算（第１号）について討論はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は委員長報告のとおり決定することに御異議

ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

 次に、予算議案第６号平成24年度いちき串木野市

一般会計補正予算（第６号）について討論はありま

せんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 討論なしと認め、採決し

ます。 

 本案に対する３常任委員長の報告は、いずれも可

決であります。 

 本案は、３常任委員長の報告のとおり決定するこ

とに御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

────────────── 

   △日程第14～日程第40 

         議案第９号～水道予算議案第１

号一括上程 

○議長（下迫田良信君） 次に、日程14、議案第９

号から日程第40、水道予算議案第１号までを一括し

て議題とします。 

 これから、質疑に入ります。 

 まず、議案第９号いちき串木野市職員の勤務時間、

休日、休暇等に関する条例の一部を改正する条例の

制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第10号いちき串木野市職員の給与に関

する条例の一部を改正する条例の制定について質疑

はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第11号いちき串木野市職員等の旅費に

関する条例の一部を改正する条例の制定について質

疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第12号いちき串木野市基金条例の一部

を改正する条例の制定について質疑はありませんか。 

○17番（東 勝巳君） 概要説明の24ページであり

ますが、この基金は施設整備事業の財源に充てるた

めに基金を設置するとありますけど、この施設整備

事業というのは何を指すのかということと、この基

金はどういう名前の基金になるのか、二つだけお願

いします。 

○財政課長（中屋謙治君） まず、後段のほうです

が、基金の名称としまして、議案書の22ページをご

らんいただければ、そこに基金の名称を掲げており

ます。 

 名称が、石油貯蔵施設立地対策等交付金基金と、

こういう基金の名称でございます。 

 充当する施設の関係ですが、この石油交付金が充

当可能なという施設を想定しておりまして、具体的

には、例えば消防の救急デジタル無線機、こういっ

た整備事業が、今後、予定されております。こうい

ったものを想定しての基金設置でございます。 

 終わります。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） ほかに質疑なしと認めま

す。 

 次に、議案第13号いちき串木野市消防団員等公務

災害補償条例及びいちき串木野市障害認定審査会の

委員の定数等を定める条例の一部を改正する条例の

制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第14号いちき串木野市交流センター条

例の一部を改正する条例の制定について質疑はあり

ませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第15号いちき串木野市暴力団排除条例

の制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第16号いちき串木野市非常勤特別職の

職員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について質疑はありませんか。 

○17番（東 勝巳君） この生活保護面接相談員を

新たに設置するとございますけれども、政府は今、

生活保護費を削減しようとしています。一般的には、

労働法の改正などで200万以下の所得の人が1,000万

人を超えたということで、生活保護の捕捉率は、大

体15％と言われておりまして、大多数、85％の生活

保護予備軍がいるという状況の中で、政府が保護費

を引き下げようとしているんですけれども、その引

き下げをして、その中で、例えば相談員というんだ

けれども、これはケースワーカー、今はそうだと思

うんだけど、ケースワーカーと両方に位置する仕事

になるのかと。それから、恐らく全国的な方針に基

づくものだと思うんですけれども、警察官ＯＢを配

置をするということで、生活保護者の監視とか、そ

ういうのが主な任務だとも言われておりますけれど

も、その辺を説明してください。 

○福祉課長（中尾重美君） 今回、福祉課のほうに

生活保護面接相談員をお１人雇用することで計画し

ております。 

 現在の生活保護の保護係のほうの職員体制としま

しては、係長ですが、指導監査官が１人とケースワ

ーカーが３人ということで、本来は、このケースワ

ーカーが保護の判定等の事務を基本的にはするんで

すが、昼間の間、生活保護の相談業務に追われまし

て、常時、時間外のほうで事務をしている状態にあ

ります。 

 そこで今回、生活保護に詳しい県のＯＢ等を雇用

しまして、生活保護の相談を専門的に行ってもらう、

それによりまして職員のケースワーカーの事務の充

実を図るということで考えております。 

 以上です。 

○17番（東 勝巳君） 国がいわゆる生活保護の削

減を目指していますね。そういう中で保護費を抑え

る、例えば、水際作戦と言われていますけれども、

入り口で保護受給を抑えると、それから、保護受給

をしている人は、いろいろ監視をして、言葉は悪い

けど、保護を打ち切っていくとか、そういう形で生

活保護者の監視といいますか、抑制といいますか、

水際で保護を受けたいという人を抑え込んでいくん

じゃないかと、警察官のＯＢとかというような人を

配置してもいいとか、するとかとなると、そういう

ふうな印象を受けるんですけれども、そういうこと

ではないんですか。 

○福祉課長（中尾重美君） 現在、そういう形で保

護の切り捨てのほうの面接相談員ということでお考

えであられるようですが、今回は、生活保護を過去

に面接を経験された方、３年以上の経験ということ

でこちらのほうは雇用を計画しております。国にお

きましては、平成25年８月から３年間にわたりまし

て扶助費を減額するというようなことでしておりま

すが、今回の面接相談員につきましては、相談に来

られた方に迅速かつ適正に対応する、保護相談を充

実するという目的で雇用することとしております。 

 以上です。 

○17番（東 勝巳君） 答えがないようですけれど

も、警察官ＯＢとかというふうな指導はないんです

かというのが一つ。それから、男性の方か女性の方

かということ、それから、市内の方を起用されるの

かということと、それから、いつまで、期限はどう

なっているかということをお願いします。 

○福祉課長（中尾重美君） 今回、雇用される方は、

元県の福祉課を経験された方、それで、その後も他

市の保護の面接相談を経験された方で、警察官では

ございません。 

 男性の方で、鹿児島市の方です。それと、期限は

１年更新ということで考えております。 

 以上です。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） ほかに質疑なしと認めま

す。 

 次に、議案第17号いちき串木野市公民館条例の一
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部を改正する条例の制定について質疑はありません

か。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第18号いちき串木野市指定地域密着型

介護老人福祉施設の指定に係る入所定員等に関する

条例の制定について質疑はありませんか。 

○17番（東 勝巳君） 議案第18号も議案第19号も

似たような感じだと思いますけれども、ちょっとわ

かりにくいので、中身の説明を。 

○健康増進課長（所﨑重夫君） 議案第18号につき

ましては、地域主権改革一括法の施行に伴っての介

護保険法の一部改正により、地域密着型ということ

で市長が指定をできる権限の施設になりますけれど

も、その地域密着型の特別養護老人ホーム、そこの

定員と申請できるものを定める条例ということにな

ります。 

 以上です。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） ほかに質疑なしと認めま

す。 

 次に、議案第19号いちき串木野市指定地域密着型

サービスの事業の人員、設備及び運営に係る基準に

関する条例の制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第20号いちき串木野市指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に係る基準に関する条

例の制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第21号いちき串木野市新型インフルエ

ンザ等対策本部条例の制定について質疑はありませ

んか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第22号市道の廃止及び認定について質

疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第23号いちき串木野市営住宅条例の一

部を改正する条例の制定について質疑はありません

か。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、議案第24号いちき串木野市簡易水道事業の

設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の

制定について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、予算議案第１号平成25年度いちき串木野市

一般会計予算について質疑はありませんか。 

○17番（東 勝巳君） まず、歳入で地方交付税に

ついてお伺いしたいんですけれども、もともと地方

交付税は、地方交付税法に基づいて国税、５税です

かね、決まっておりまして、この財源をもとにして

財源調整、財源保障、これを便宜上、国が事務的に

地方に配分するという性質のものだと思っています。

つまり、地方の固有財源であって、地方交付税法上

も、この地方交付税について何に使え、何に使うな

と、こういうことは言えない制度になっていると思

うんですけれども、今回はそれに色がついて交付さ

れるというふうに言われておりますが、この点につ

いて市長の見解を求めたいと思います。 

○財政課長（中屋謙治君） お答えいたします。 

 今回の地方交付税でございますが、国においては

対前年度2.2％の減ということで決定されておりま

す。中身としまして、今、御意見ございましたが、

新しい項目としまして、地域の元気づくり事業費と

いうことで、地域活性化を目指した形の地域独自の

事業ということで、全国枠3,000億ということが設

けられております。あわせまして、緊急防災、減災

事業、そういうことで出ておりますが、議員お説の

内容としては、今回、国家公務員の人件費削減に準

じた形で地方公務員も給与を削減すべきという考え

方で、こういうことを前提として国のほうで財源調

整が行われております。私どもとしては、交付税額
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がこういう形で決まってくる中で必要とされる事業

について予算を計上したということでございます。

御理解いただければと思います。 

○17番（東 勝巳君） 私が聞いているのは、そう

いう国が交付税について何をして何をしてはいけな

いとか、そういう条件をつけて交付するというのは

地方交付税法違反じゃないですかと聞いているんで

す。 

○財政課長（中屋謙治君） 交付税の性質について

は、ただいま、議員お説のとおりでございます。地

方固有の財源ということで理解をいたしております。 

○17番（東 勝巳君） 市長に質問したんですけれ

ども、これはもう明らかに、地方の固有の財源につ

いていろんなことを、条件をつけて交付する、特に

今度は国のほうで国家公務員を給与を減らすから地

方もそれに準じて減らせという条件をつけて交付を

したということでいろいろ問題になってるんですけ

れども、こういうやり方は、やっぱり間違っている

のであって、何らかの形で、地方から異議を言わな

いと、黙っておれば、それはいいと、そういうやり

方はいいということを認めることになると思うんで

すけど、どうでしょうか。 

○財政課長（中屋謙治君） この地方交付税を材料

として、国家公務員の人件費削減に準じた取り扱い

をすべきという、このことについては、全国市長会

をはじめ、地方６団体でそのような取り扱いという

ような、違うということで申し入れをして、国と地

方の場でも再三協議がなされたところでございます

が、結果として、国の取り扱いとしては、今回提案

したようなことでございます。 

 御理解をお願いいたします。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

○17番（東 勝巳君） 市長の考えを求めているの

であって、条件つきの交付税というのは間違いだと

いうふうにやっぱり市長は認めて物を言わないと、

そんなやり方を肯定することになりませんかという

ことを聞いているんです。 

○市長（田畑誠一君） 地方交付税は、地方固有の

財源とか、それから、不足な点を補うとか、そうい

う性格のものであります。東議員お説のとおりであ

ります。ただ、今、その御意見につきましては、さ

っき財政課長が申し上げましたとおり、私は地方６

団体、皆さん方の市議会議長会の皆さん方も我々市

長会も皆さんで、それはちょっと違うんじゃないか

ということで申し入れをしてきた経過があります。

その結果であることを御理解いただきたいと思いま

す。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○17番（東 勝巳君） 歳入歳出全款ですか。 

○議長（下迫田良信君） 一般会計です。 

○17番（東 勝巳君） 歳入歳出全款ですか。 

○議長（下迫田良信君） 全部です。 

○17番（東 勝巳君） 全部で３回しか発言できな

いんですか。 

○議長（下迫田良信君） はい。 

○17番（東 勝巳君） そんなら、もう一ついいで

すか。市長が出ないから僕は聞いているんです。 

○議長（下迫田良信君） じゃあ、特別に。 

○17番（東 勝巳君） もう一つは、市長、三役の

退職金、これは歳出の共済費に500万幾らあります

けれども、541万9,000円、これがそれに該当するの

かということが一つ。それと今、国でも消費税の関

係で議員が身を削れということで、議員定数を減ら

せとか、報酬を下げろとかいろいろ言っております

し、地方でも、もう何回も首長も含めて賃金カット

をしたり職員の給与もずっと下げてきているんです

けれども、この三役の退職金がこういう大きな動き

の中で、聖域扱いにされて全くここには触れていな

いんです。都城市の市長選挙で対立候補がこの問題

を取り上げて、退職金の撤廃を選挙で掲げたのが最

近ありましたけれども、やはり、特別職の退職金は

聖域扱いされているんだけれども、これは、こうい

う県全体とかいう組合があって、ここだけでどうす

ることもできないという説明があったと思うんです

けど、やはり今のような国民世論の中で、この三役

の退職金だけを聖域扱いするのは、私は国民も市民

も納得できないと思うんです。やはり、本市の場合

でも、組合の一員ですから、そこに提案をして、こ

んな情勢だから我々も考え直してちょっとこれは見
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直しをしようやという提案をぜひしてほしいと思う

し、過去にも聞いたんですけれども、今はわかりま

せんけれども、状況を聞いてほしいんだけれども、

この組合には入っていない市もあるんですね。だか

ら、そういう組合で提案をして、受け入れなければ

そこからうちは抜けるというような対応をして、こ

の退職金問題に手をつけないと、この問題だけ聖域

扱いにしていくのは、私は納得できないし、市民も

納得しないと思うんですけれども、所見を伺いたい

と思います。 

○総務課長（前屋謙三君） お答えいたします。 

 まず、１点目の予算書35ページの件について、お

尋ねの共済費のところに職員共済組合負担金特別職

と書いてありますのは、これは、共済費等の関係で

ありまして、退職金の掛金についてはその上の３節

職員手当等の中の下から５段目、ここに退職手当負

担金、この中に特別職と一般職の分がここに合計さ

れて計上されているところであります。 

 それと、退職組合の加入の件につきましては、こ

れまでもいろいろ御指摘、御意見ありまして、過去

にこの退職手当組合に加入した経緯、趣旨等につい

ては御説明し、議決をいただいた形での加入になっ

ておりますが、抜けるとなりますと、これは特別職

だけ抜けるということにはなりませんで、脱会する

とすれば、一般職の分についての事務等についても

抜けなきゃならんというような事情がございます。 

 そういったことの中で、この退職手当事務に関し

ては、複雑な計算、あるいは使途の管理、いろいろ

と事務量が大きいわけで、こういう組合がつくられ

た形がありますので、そういった趣旨に沿って加入

した経緯がありますので、その辺は御理解いただき

たいと思います。 

○17番（東 勝巳君） これは、市長が答えないと

いけないんですよね。その組合で提案をするとか。

そういうことは、ほかの人は提案はできないわけだ

から、そういう提案をしてほしいという質問をして

いるんですけれども。 

○市長（田畑誠一君） 私自身、公の責任にある者

は、ちょっと極端な言い方ですが、やはり、公平無

私、私心があってはいけない、もっと言いますと、

ちょっと格好いい言葉になりますけれども、清貧に

甘んじるというのが責任者の務めであると思ってお

ります。 

 したがいまして、私は最初、この市長に当選させ

ていただいたときも、実は公約には給料の減額はう

たいませんでした。でも、腹の中では決めておりま

したので、当選と同時に30％、８年間カットしてま

いりました。共済費を含めて大体3,000万円ぐらい

になると思っておりますが、今、現時点でですね。

それが責任者の務めだと思っております。今、言わ

れた退職金の制度というのは、皆さん方の面も、そ

れから、職員も含めてお互いにそれぞれのまちがや

っぱり平準化していかなければ財政的に支払いが困

難なことがあります。そういう相互扶助という形で

みんなが組合に加入していると思います。今、おっ

しゃった件につきましては、私は監査をしておりま

す。したがいまして、監査のときでも私は指摘をし

ました、下げるべきだという指摘をしましたが、当

局の答弁は、この退職組合の中で、今、監査委員が

言われたような意見を言われた町はどこもございま

せんというのはまず答弁の第一でした。それと、や

はり、この退職金とか、報酬とか給料とか、こうい

ったものは、それぞれの責任といいますか、仕事量

といいますか、責任の対価ということで支払われる

ものであって、組合当局としては、現段階では妥当

だというお答えでありました。皆さんがお下げにな

ると言ったら、私は一切やぶさかではございません。

そういう気持ちでおります。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

○14番（原口政敏君） 同じ質問で伺いますが、市

長の言い分はよくわかります。私もこの退職組合の

議長をしておりました、議長会のときに言いよった

ですね。議長も参加しておりまして、私もそのとき

から、たしか１期４年間で市長が1,600万円だった

と思っております。今、ちょっと下がっているかわ

かりませんが、今、市民の感覚としたら合わないと

思うんですよね。市長がおっしゃっているのは理解

できますよ、下げるという気持ちがあるということ

で御理解をしますが、やっぱり市民は、１期４年間

で市長が1,600万円、たしか副市長が900万円ばかり
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だったですかね、私もちょっと忘れましたけれども、

そのときも私も、これは異常だなと私は思っており

ました。そこで、これはいけんかできないかと、加

入していない市町もありましたよね。全部は入って

いませんよ。ただ、抜けた市長さんもいらっしゃい

まして、私はその市長さんに聞きましたところが、

会長、やっぱりこれは考えないかんじゃなとおっし

ゃった。私は立派だなと思っておりましたから、ぜ

ひ今後、市長がそう言われるわけだから、これは市

民もそう思っていると思っておりますよ。１期４年

間で1,600万円という退職金はあり得んですよ。ど

うか、このことは、市長も本心になって、監査はし

てらっしゃるわけですから、声を上げて改革をされ

ることを私も希望をしております。 

 終わります。先ほど市長の答弁はいただきました

ので、市長もそう考えていらっしゃるということで

ございますので、引き続き努力をしていただきたい

と思っております。終わります。 

○16番（福田清宏君） ８ページの第２表、債務負

担行為のところですが、さきの議員全員協議会で購

入の方向ということで説明を受けましたけれども、

ここに債務負担行為で平成39年度までということで

計上されているということは、西薩中核工業団地の

分譲地を買うということが決まったと、双方話し合

いが済んだということを意味するんでしょうか、説

明してください。 

○政策課長（田中和幸君） 債務負担行為のほうで

２億5,683万円、計上させていただいております。

これにつきましては、現在、16.8ヘクタールの用地

の残、売れ残っているところがございます。これを

およそ、現在の段階で２億4,000万円ほどでお譲り

いただく、上限ですけれども、今後の交渉で若干下

がる余地はあるんですが、一応、２億4,000万円で

買わせていただくことができるんではないかと。そ

れで、ここに計上してございますのは、15年割賦で

３年据え置きということで、当該年度は利子だけを

払う形になるんですが、15年割賦で３年据え置き、

そういう計算のもとに、ここに関して、限度額につ

きましては、26年度以降の部分を計上してあるとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○16番（福田清宏君） ２億4,000万円ということ

で、交渉中なんだけど、決定している流れの中で交

渉中、変な言い方ですが、その辺はどうなんですか。

もう決定なんですか。 

○政策課長（田中和幸君） 現在、中小機構さんと

交渉をさせていただいております。それで、２億

4,000万円を上限として、それより若干、条件によ

ってはこちら側のお願いとか、そういう状況では若

干安くなるかもしれないということで、今後、これ

以下になるということでございます。(｢決定してい

るのか」と呼ぶ声あり） 

 今、調整中ということで、仮にそれがまとまりま

したら、また、議会のほうに当然、16.8ヘクタール

２億4,000万円ということでございますので、仮契

約をしまして、議会のほうにもお願いをする予定で

ございます。 

 以上でございます。 

○議長（下迫田良信君） ほかにありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） ほかに質疑なしと認めま

す。 

 次に、簡水特予算議案第１号平成25年度いちき串

木野市簡易水道事業特別会計予算について質疑はあ

りませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、国特予算議案第１号平成25年度いちき串木

野市国民健康保険特別会計予算について質疑はあり

ませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、公下水特予算議案第１号平成25年度いちき

串木野市公共下水道事業特別会計予算について質疑

はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、市場特予算議案第１号平成25年度いちき串

木野市地方卸売市場事業特別会計予算について質疑

はありませんか。 
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   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、介特予算議案第１号平成25年度いちき串木

野市介護保険特別会計予算について質疑はありませ

んか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、国宿特予算議案第１号平成25年度いちき串

木野市国民宿舎特別会計予算について質疑はありま

せんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、漁集排特予算議案第１号平成25年度いちき

串木野市戸崎地区漁業集落排水事業特別会計予算に

ついて質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、療特予算議案第１号平成25年度いちき串木

野市療育事業特別会計予算について質疑はありませ

んか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、後特予算議案第１号平成25年度いちき串木

野市後期高齢者医療特別会計予算について質疑はあ

りませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認めます。 

 次に、水道予算議案第１号平成25年度いちき串木

野市水道事業会計予算について質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認め、これで

質疑を終結します。 

 ここで、お諮りします。 

 ただいま議題となっている議案のうち予算議案第

１号については、議長を除く議員全員で構成する予

算審査特別委員会を設置し、これに付託し、審査す

ることにしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

   [｢異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 異議なしと認めます。 

 したがって、予算議案第１号については、議長を

除く議員全員で構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託して審査することに決定しました。 

 なお、ただいま議題となっている予算議案第１号

を除く議案の付託については、一時保留をいたしま

すので、御了承願います。 

────────────── 

   △日程第41 議案第25号 

○議長（下迫田良信君） 次に、日程第41、議案第

25号車両事故の和解及び損害賠償の額を定めること

についてを議題に供します。 

 市長に提案理由の説明を求めます。 

   ［市長田畑誠一君登壇］ 

○市長（田畑誠一君） 本日、新たに提案いたしま

した議案につきまして、提案理由の説明を申し上げ

ます。 

 議案第25号車両事故の和解及び損害賠償の額を定

めることについてであります。 

 いちき串木野市春日町81番地先において発生した

車両事故について和解を成立させ、損害賠償の額を

定めるに当たり、地方自治法第96条第１項第12号及

び第13号の規定により、議会の議決を求めるもので

あります。 

 よろしく御審議の上、議決してくださいますよう

お願いを申し上げます。 

○議長（下迫田良信君） これより、質疑に入りま

す。 

 議案第25号車両事故の和解及び損害賠償の額を定

めることについて質疑はありませんか。 

   [｢なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（下迫田良信君） 質疑なしと認め、質疑を

終結します。 

 ここで、暫時休憩いたします。 

             休憩 午前11時35分 

             ───────── 

             再開 午前11時43分 

○議長（下迫田良信君） 休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

 議案の付託先について保留いたしておりましたが、

ただいま議題となっております議案については、お
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手元に配付しました議案委員会付託区分表ナンバー

２のとおり、それぞれ所管の常任委員会及び特別委

員会に付託します。 

 なお、休憩中に予算審査特別委員会を開催し、予

算審査特別委員会委員長に中里純人議員が、副委員

長に枇榔秋信議員が選任されましたので、御報告い

たします。 

 以上で本日の日程を終了しました。 

────────────── 

   △散  会 

○議長（下迫田良信君） 本日は、これにて散会し

ます。 

         散会 午前11時45分 

 


